
 

〇南相馬市個人情報の保護に関する法律施行条例 

令和５年３月２８日 

条例第２号 

（趣旨） 

第１条  この条例は、個人情報の保護に関する法律（平成１５年法

律第５７号。行政手続における特定の個人を識別するための番号

の利用等に関する法律（平成２５年法律第２７号）第３０条第１

項又は第３１条第１項の規定により一部の規定が適用されず、又

は読み替えて適用される場合を含む。以下「法」という 。） の施

行に関し必要な事項を定めるものとする。 

（定義） 

第２条  この条例において「市の機関」とは、市長、教育委員会、

選挙管理委員会、公平委員会、監査委員、農業委員会、固定資産

評価審査委員会及び地方公営企業の管理者をいう。 

２  この条例において「市の機関等」とは、市の機関及び市の区域

内に存する財産区（財産区議会又は財産区総会が置かれている場

合にあっては、当該財産区議会又は財産区総会を除く 。） をいう。 

３  前２項に規定するもののほか、この条例で使用する用語は、法

及び個人情報の保護に関する法律施行令（平成１５年政令第５０

７号。第４条第２項において「令」という 。） で使用する用語の

例による。 

（開示請求の手続） 

第３条  開示請求書には、法第７７条第１項各号に掲げる事項のほ

か、規則で定める事項を記載するものとする。 

（開示請求に係る手数料等） 

第４条  法第８９条第２項の規定により納めなければならない手数

料の額は、無料とする。 

２  法第８７条第１項の規定による写しの交付（開示される保有個

人情報が電磁的記録に記録されている場合において市の機関等が

定める開示の実施の方法として複製したもの又は出力したものの

交付が定められているときは、複製したもの又は出力したものの

交付。以下この項において同じ 。） により保有個人情報の開示を

受ける者は、当該写しの交付に要する費用を負担しなければなら

ない。当該写しの交付を令第２８条第４項の規定により送付によ



 

り受ける場合における当該送付に要する費用についても同様とす

る。 

（南相馬市情報公開・個人情報保護審査会への諮問） 

第５条  市の機関等は、次の各号のいずれかに該当する場合におい

て、南相馬市情報公開・個人情報保護審査会条例（令和５年南相

馬市条例第３号）第２条に規定する南相馬市情報公開・個人情報

保護審査会に諮問することができる。 

⑴  この条例その他個人情報の取扱いに関し定める条例について、

その規定を改正し、又は廃止しようとする場合 

⑵  法第６６条第１項又は行政手続における特定の個人を識別す

るための番号の利用等に関する法律第１２条の規定に基づき講

ずる措置の基準を定めようとする場合 

⑶  市の機関等における個人情報の取扱いに関する運用上の細則

を定めようとする場合 

⑷  その他法第３章第３節の施策を講ずる場合であって、個人情

報の適正な取扱いを確保するため専門的な知見に基づく意見を

聴くことが特に必要であると認めるとき。 

附  則 

（施行期日） 

第１条  この条例は、令和５年４月１日から施行する。 

 （南相馬市個人情報保護条例の廃止） 

第２条  南相馬市個人情報保護条例（平成１８年南相馬市条例第２

３号）は、廃止する。 

（南相馬市個人情報保護条例の廃止に伴う経過措置） 

第３条  この条例の施行の際現に前条の規定による廃止前の南相馬

市個人情報保護条例（以下「旧条例」という 。） 第２条第２号に

規定する実施機関（以下「旧実施機関」という 。） の職員である

者又はこの条例の施行前において旧実施機関の職員であった者に

係る旧条例第３条第２項の規定による職務上知り得た旧条例第２

条第１号に規定する個人情報（以下「旧個人情報」という 。） を

みだりに他人に知らせ、又は不当な目的に使用してはならない義

務については、この条例の施行後も、なお従前の例による。  

２  この条例の施行の際現に旧条例第１０条第１項に規定する受託

者（以下「旧受託者」という 。） が委託を受けた事務に従事して



 

いる者又はこの条例の施行前において旧受託者が委託を受けた事

務に従事していた者に係る旧条例第１０条第２項の規定により準

用する第３条第２項の規定による当該業務に関して知り得た旧個

人情報をみだりに他人に知らせ、又は不当な目的に使用してはな

らない義務については、この条例の施行後も、なお従前の例によ

る。 

３  この条例の施行の日前に旧条例第１３条、第１９条第１項若し

くは第２項又は第２４条第１項若しくは第２項の規定による請求

がされた場合における開示、訂正及び利用停止（これらに係る旧

条例第２８条に規定する費用負担を含む 。） については、なお従

前の例による。 

４  第１項又は第２項に規定する者が、正当な理由がないのに、こ

の条例の施行前において旧実施機関が保有していた個人の秘密に

属する事項が記録された旧条例第２条第５号アに係る個人情報フ

ァイル（その全部又は一部を複製し、又は加工したものを含む 。）

をこの条例の施行後に提供したときは、２年以下の懲役又は１０

０万円以下の罰金に処する。 

５  前項に規定する者が、正当な理由がないのに、この条例の施行

前において旧実施機関が保有していた個人の秘密に属する事項が

記録された旧条例第２条第５号に規定する個人情報ファイルであ

って、前項に規定するもの以外のもの（その全部又は一部を複製

し、又は加工したものを含む 。） をこの条例の施行後に提供した

ときは、１年以下の懲役又は５０万円以下の罰金に処する。 

６  第４項に規定する者が、その業務に関して知り得た旧個人情報

であって、旧条例第２条第４号に規定する行政情報に記録された

ものをこの条例の施行後に自己若しくは第三者の不正な利益を図

る目的で提供し、又は盗用したときは、１年以下の懲役又は５０

万円以下の罰金に処する。 

７  法人（法人でない団体で代表者又は管理人の定めがあるものを

含む。以下この項において同じ 。） の代表者若しくは管理人又は

法人若しくは人の代理人、使用人その他の従業者が、その法人又

は人の業務に関して前３項の違反行為をしたときは、行為者を罰

するほか、その法人又は人に対しても、各本項の罰金刑を科する。 

８  旧条例の廃止前にした旧条例の規定に違反する行為に対する罰



 

則の適用については、なお従前の例による。 

 （南相馬市老人福祉センター設置条例の一部改正） 

第４条  南相馬市老人福祉センター設置条例（平成１８年南相馬市

条例第１１７号）の一部を次のように改正する。 

⑴  次の表中、改正前の欄の下線又は太枠で表示された部分  

（以下「改正部分」という 。） を、改正後の欄の改正部分に

改める。 

⑵  次の表中、改正後の欄にのみ改正部分があるときは、当該

改正後の欄の改正部分を加える。 

⑶  次の表中、改正前の欄にのみ改正部分があるときは、当該

改正前の欄の改正部分を削る。 

 

改正後 改正前 

( 管理の基準 )  ( 管理の基準 )  

第１６条  指定管理者は、次に

掲げる基準により、老人福祉

センターの管理に関する業務

を行わなければならない。 

第１６条  指定管理者は、次に

掲げる基準により、老人福祉

センターの管理に関する業務

を行わなければならない。 

⑴・⑵  【略】 ⑴・⑵  【略】 

⑶  個人情報 ( 個人情報の保

護に関する法律 ( 平成１５

年法律第５７号 ) 第２条第

１項に規定する個人情報を

いう。第２５条において同

じ。 ) の漏えいの防止、そ

の他の個人情報の適切な管

理のために必要な措置を講

ずること。 

⑶  個人に関する情報 ( 以下

「個人情報」という。 ) の

漏えいの防止、その他の個

人情報の適切な管理のため

に必要な措置を講ずるこ

と。 

⑷  【略】 ⑷  【略】 

  

( 個人情報の安全管理及び秘

密保持義務 )  

( 指定管理者が行う個人情報

の取扱い等 )  

第２５条  指定管理者及び老人

福祉センターの管理の業務に

従事している者 ( 以下「従事

者」という。 ) は、個人情報

の保護に関する法律第６６条

第２項の規定により準用する

同条第 1 項の規定により指定

管理者が公の施設の管理の業

第２５条  指定管理者及び老人

福祉センターの管理の業務に

従事している者 ( 以下「従事

者」という。 ) は、南相馬市

個人情報保護条例 ( 平成１８

年南相馬市条例第２３号 ) 第

１０条に規定する受託者等の

責務を遵守し、個人情報が適



 

務を行う場合における個人情

報の取扱いについて講ずる安

全管理措置を確実に実施する

とともに、老人福祉センター

の管理に関し知り得た秘密を

他に漏らし、又は自己の利益

のために利用してはならな

い。指定管理者の指定の期間

が満了し、若しくは指定を取

り消され、又は従事者の職務

を退いた後においても同様と

する。 

切に保護されるよう配慮する

とともに、老人福祉センター

の管理に関し知り得た秘密を

他に漏らし、又は自己の利益

のために利用してはならな

い。指定管理者の指定の期間

が満了し、若しくは指定を取

り消され、又は従事者の職務

を退いた後においても同様と

する。 

  

 

 （南相馬市都市公園条例の一部改正） 

第５条  南相馬市都市公園条例（平成１８年南相馬市条例第１４６

号）の一部を次のように改正する。 

⑴  次の表中、改正前の欄の改正部分を、改正後の欄の改正部

分に改める。 

⑵  次の表中、改正後の欄にのみ改正部分があるときは、当該

改正後の欄の改正部分を加える。 

⑶  次の表中、改正前の欄にのみ改正部分があるときは、当該

改正前の欄の改正部分を削る。 

 

改正後 改正前 

( 管理の基準 )  ( 管理の基準 )  

第２６条  指定管理者は、次に

掲げる基準により、総合公園

の管理に関する業務を行わな

ければならない。 

第２６条  指定管理者は、次に

掲げる基準により、総合公園

の管理に関する業務を行わな

ければならない。 

⑴・⑵  【略】 ⑴・⑵  【略】 

⑶  個人情報 ( 個人情報の保

護に関する法律 ( 平成１５

年法律第５７号 ) 第２条第

１項に規定する個人情報を

いう。第３１条において同

じ。 ) の漏えいの防止その

他の個人情報の適切な管理

のために必要な措置を講ず

ること。 

⑶  個人に関する情報 ( 以下

「個人情報」という。 ) の

漏えいの防止その他の個人

情報の適切な管理のために

必要な措置を講ずること。 



 

⑷  【略】 ⑷  【略】 

  

( 個人情報の安全管理及び秘

密保持義務 )  

( 指定管理者が行う個人情報

の取扱い等 )  

第３１条  指定管理者及び総合

公園の管理の業務に従事して

いる者 ( 以下「従事者」とい

う。 ) は、個人情報の保護に

関する法律第６６条第２項の

規定により準用する同条第 １

項の規定により指定管理者が

公の施設の管理の業務を行う

場合における個人情報の取扱

いについて講ずる安全管理措

置を確実に実施するととも

に、総合公園の管理に関し知

り得た秘密を他に漏らし、又

は自己の利益のために利用し

てはならない。指定管理者の

指定の期間が満了し、若しく

は指定を取り消され、又は従

事者の職務を退いた後におい

ても同様とする。 

第３１条  指定管理者及び総合

公園の管理の業務に従事して

いる者 ( 以下「従事者」とい

う。 ) は、南相馬市個人情報

保護条例 ( 平成１８年南相馬

市条例第２３号 ) 第１０条に

規定する受託者等の責務を遵

守し、個人情報が適切に保護

されるよう配慮するととも

に、総合公園の管理に関し知

り得た秘密を他に漏らし、又

は自己の利益のために利用し

てはならない。指定管理者の

指定の期間が満了し、若しく

は指定を取り消され、又は従

事者の職務を退いた後におい

ても同様とする。 

  

 

（南相馬市労働福祉会館条例の一部改正） 

第６条  南相馬市労働福祉会館条例（平成１８年南相馬市条例第１

５２号）の一部を次のように改正する。 

⑴  次の表中、改正前の欄の改正部分を、改正後の欄の改正部

分に改める。 

⑵  次の表中、改正後の欄にのみ改正部分があるときは、当該

改正後の欄の改正部分を加える。 

⑶  次の表中、改正前の欄にのみ改正部分があるときは、当該

改正前の欄の改正部分を削る。 

 

改正後 改正前 

( 管理の基準 )  ( 管理の基準 )  

第１８条  指定管理者は、次に

掲げる基準により、会館の管

理に関する業務を行わなけれ

第１８条  指定管理者は、次に

掲げる基準により、会館の管

理に関する業務を行わなけれ



 

ばならない。 ばならない。 

⑴・⑵  【略】 ⑴・⑵  【略】 

⑶  個人情報 ( 個人情報の保

護に関する法律 ( 平成１５

年法律第５７号 ) 第２条第

1 項に規定する個人情報を

いう。第２７条において同

じ。 ) の漏えいの防止、そ

の他の個人情報の適切な管

理のために必要な措置を講

ずること。 

⑶  個人に関する情報 ( 以下

「個人情報」という。 ) の

漏えいの防止、その他の個

人情報の適切な管理のため

に必要な措置を講ずるこ

と。 

⑷  【略】 ⑷  【略】 

  

( 個人情報の安全管理及び秘

密保持義務 )  

( 指定管理者が行う個人情報

の取扱い等 )  

第２７条  指定管理者及び会館

の管理の業務に従事している

者 ( 以下「従事者」とい

う。 ) は、個人情報の保護に

関する法律第６６条第２項の

規定により準用する同条第 １

項の規定により指定管理者が

公の施設の管理の業務を行う

場合における個人情報の取扱

いについて講ずる安全管理措

置を確実に実施するととも

に、会館の管理に関し知り得

た秘密を他に漏らし、又は自

己の利益のために利用しては

ならない。指定管理者の指定

の期間が満了し、若しくは指

定を取り消され、又は従事者

がその職を退いた後において

も同様とする。 

第２７条  指定管理者及び会館

の管理の業務に従事している

者 ( 以下「従事者」とい

う。 ) は、南相馬市個人情報

保護条例 ( 平成１８年南相馬

市条例第２３号 ) 第１０条に

規定する受託者等の責務を遵

守し、個人情報が適切に保護

されるよう配慮するととも

に、会館の管理に関し知り得

た秘密を他に漏らし、又は自

己の利益のために利用しては

ならない。指定管理者の指定

の期間が満了し、若しくは指

定を取り消され、又は従事者

がその職を退いた後において

も同様とする。 

  

 

（南相馬市ふれあいハウス及び村上キャンプ場条例の一部改正）  

第７条  南相馬市ふれあいハウス及び村上キャンプ場条例（平成１

８年南相馬市条例第１５４号）の一部を次のように改正する。 

  ⑴  次の表中、改正前の欄の改正部分を、改正後の欄の改正部



 

分に改める。 

⑵  次の表中、改正後の欄にのみ改正部分があるときは、当該  

改正後の欄の改正部分を加える。 

⑶  次の表中、改正前の欄にのみ改正部分があるときは、当該

改正前の欄の改正部分を削る。 

 

改正後 改正前 

( 管理の基準 )  ( 管理の基準 )  

第１７条  指定管理者は、次に

掲げる基準により、ふれあい

ハウス等の管理に関する業務

を行わなければならない。 

第１７条  指定管理者は、次に

掲げる基準により、ふれあい

ハウス等の管理に関する業務

を行わなければならない。 

⑴・⑵  【略】 ⑴・⑵  【略】 

⑶  個人情報 ( 個人情報の保

護に関する法律 ( 平成１５

年法律第５７号 ) 第２条第

１項に規定する個人情報を

いう。第２６条において同

じ。 ) の漏えいの防止、そ

の他の個人情報の適切な管

理のために必要な措置を講

ずること。 

⑶  個人に関する情報 ( 以下

「個人情報」という。 ) の

漏えいの防止、その他の個

人情報の適切な管理のため

に必要な措置を講ずるこ

と。 

⑷  【略】 ⑷  【略】 

  

( 個人情報の安全管理及び秘

密保持義務 )  

( 指定管理者が行う個人情報

の取扱い等 )  

第２６条  指定管理者及びふれ

あいハウス等の管理の業務に

従事している者 ( 以下「従事

者」という。 ) は、個人情報

の保護に関する法律第６６条

第２項の規定により準用する

同条第１項の規定により指定

管理者が公の施設の管理の業

務を行う場合における個人情

報の取扱いについて講ずる安

全管理措置を確実に実施する

とともに、ふれあいハウス等

の管理に関し知り得た秘密を

他に漏らし、又は自己の利益

第２６条  指定管理者及びふれ

あいハウス等の管理の業務に

従事している者 ( 以下「従事

者」という。 ) は、南相馬市

個人情報保護条例 ( 平成１８

年南相馬市条例第２３号 ) 第

１０条に規定する受託者等の

責務を遵守し、個人情報が適

切に保護されるよう配慮する

とともに、ふれあいハウス等

の管理に関し知り得た秘密を

他に漏らし、又は自己の利益

のために利用してはならな

い。指定管理者の指定の期間



 

のために利用してはならな

い。指定管理者の指定の期間

が満了し、若しくは指定を取

り消され、又は従事者の職務

を退いた後においても同様と

する。 

が満了し、若しくは指定を取

り消され、又は従事者の職務

を退いた後においても同様と

する。 

  

 

（南相馬市スポーツ施設条例の一部改正） 

第８条  南相馬市スポーツ施設条例（平成１８年南相馬市条例第１

９９号）の一部を次のように改正する。 

⑴  次の表中、改正前の欄の改正部分を、改正後の欄の改正部

分に改める。 

⑵  次の表中、改正後の欄にのみ改正部分があるときは、当該

改正後の欄の改正部分を加える。 

⑶  次の表中、改正前の欄にのみ改正部分があるときは、当該

改正前の欄の改正部分を削る。 

 

改正後 改正前 

( 指定管理者の指定の手続 )  ( 指定管理者の指定の手続 )  

第６条  【略】 第６条  【略】 

２  市長は、前項の申請書を受

理したときは、南相馬市指定

管理者選定審査委員会におい

て、次に掲げる基準を総合的

に審査し、最も適切な管理を

行うことができると認める団

体を指定管理者の候補者とし

て選定し、議会の議決を経て

指定管理者に指定するものと

する。 

２  市長は、前項の申請書を受

理したときは、南相馬市指定

管理者選定審査委員会におい

て、次に掲げる基準を総合的

に審査し、最も適切な管理を

行うことができると認める団

体を指定管理者の候補者とし

て選定し、議会の議決を経て

指定管理者に指定するものと

する。 

⑴～⑸  【略】 ⑴～⑸  【略】 

⑹  業務上知り得た個人情報

( 個人情報の保護に関する

法律 ( 平成１５年法律第５

７号 ) 第２条第１項に規定

する個人情報をいう。第８

条及び第２８条において同

じ。 ) を漏らし、又は不当

な目的に使用しない体制が

⑹  業務上知り得た個人情報

( 南相馬市個人情報保護条

例 ( 平成１８年南相馬市条

例第２３号 ) 第２条第１号

で規定する個人情報。以下

同じ。 ) を漏らし、又は不

当な目的に使用しない体制

が整備されているものであ



 

整備されているものである

こと。 

ること。 

⑺  【略】 ⑺  【略】 

  

( 個人情報の安全管理及び秘

密保持義務 )  

( 指定管理者が行う個人情報

の取扱い等 )  

第２８条  指定管理者及びスポ

ーツ施設の管理に従事してい

る者 ( 以下「従事者」とい

う。 ) は、個人情報の保護に

関する法律第６６条第２項の

規定により準用する同条第１

項の規定により指定管理者が

公の施設の管理の業務を行う

場合における個人情報の取扱

いについて講ずる安全管理措

置を確実に実施するととも

に、スポーツ施設の管理に関

し知り得た秘密を他に漏ら

し、又は自己の利益のために

利用してはならない。指定管

理者の指定の期間が満了し、

若しくは指定を取り消され、

又は従事者がその職を退いた

後においても、同様とする。 

第２８条  指定管理者及びスポ

ーツ施設の管理に従事してい

る者 ( 以下「従事者」とい

う。 ) は、南相馬市個人情報

保護条例第１０条に規定する

受託者等の責務を遵守し、個

人情報が適切に保護されるよ

う配慮するとともに、スポー

ツ施設の管理に関し知り得た

秘密を他に漏らし、又は自己

の利益のために利用してはな

らない。指定管理者の指定の

期間が満了し、若しくは指定

を取り消され、又は従事者が

その職を退いた後において

も、同様とする。 

  

 

（南相馬市スポーツセンター条例の一部改正） 

第９条  南相馬市スポーツセンター条例（平成１８年南相馬市条例

第２０１号）の一部を次のように改正する。 

⑴  次の表中、改正前の欄の改正部分を、改正後の欄の改正部

分に改める。 

⑵  次の表中、改正後の欄にのみ改正部分があるときは、当該

改正後の欄の改正部分を加える。 

⑶  次の表中、改正前の欄にのみ改正部分があるときは、当該

改正前の欄の改正部分を削る。 

 

改正後 改正前 

( 指定管理者の指定の手続 )  ( 指定管理者の指定の手続 )  

第６条  【略】 第６条  【略】 



 

２  市長は、前項の申請書を受

理したときは、南相馬市指定

管理者選定審査委員会におい

て、次に掲げる基準を総合的

に審査し、最も適切な管理を

行うことができると認める団

体を指定管理者の候補者とし

て選定し、議会の議決を経て

指定管理者に指定するものと

する。 

２  市長は、前項の申請書を受

理したときは、南相馬市指定

管理者選定審査委員会におい

て、次に掲げる基準を総合的

に審査し、最も適切な管理を

行うことができると認める団

体を指定管理者の候補者とし

て選定し、議会の議決を経て

指定管理者に指定するものと

する。 

⑴～⑸  【略】 ⑴～⑸  【略】 

⑹  業務上知り得た個人情報

( 個人情報の保護に関する

法律 ( 平成１５年法律第５

７号 ) 第２条第１項に規定

する個人情報をいう。第８

条及び第２８条において同

じ。 ) を漏らし、又は不当

な目的に使用しない体制が

整備されているものである

こと。 

⑹  業務上知り得た個人情報

( 南相馬市個人情報保護条

例 ( 平成１８年南相馬市条

例第２３号 ) 第２条第１号

で規定する個人情報。以下

同じ。 ) を漏らし、又は不

当な目的に使用しない体制

が整備されているものであ

ること。 

⑺  【略】 ⑺  【略】 

  

( 個人情報の安全管理及び秘

密保持義務 )  

( 指定管理者が行う個人情報

の取扱い等 )  

第２８条  指定管理者及びセン

ターの管理に従事している者

( 以下「従事者」という。 )

は、個人情報の保護に関する

法律第６６条第２項の規定に

より準用する同条第１項の規

定により指定管理者が公の施

設の管理の業務を行う場合に

おける個人情報の取扱いにつ

いて講ずる安全管理措置を確

実に実施するとともに、セン

ターの管理に関し知り得た秘

密を他に漏らし、又は自己の

利益のために利用してはなら

ない。指定管理者の指定の期

間が満了し、若しくは指定を

第２８条  指定管理者及びセン

ターの管理に従事している者

( 以下「従事者」という。 )

は、南相馬市個人情報保護条

例第１０条に規定する受託者

等の責務を遵守し、個人情報

が適切に保護されるよう配慮

するとともに、センターの管

理に関し知り得た秘密を他に

漏らし、又は自己の利益のた

めに利用してはならない。指

定管理者の指定の期間が満了

し、若しくは指定を取り消さ

れ、又は従事者がその職を退

いた後においても、同様とす

る。 



 

取り消され、又は従事者がそ

の職を退いた後においても、

同様とする。 

  

 

（南相馬市馬事公苑条例の一部改正） 

第１０条  南相馬市馬事公苑条例（平成１８年南相馬市条例第２０

２号）の一部を次のように改正する。 

⑴  次の表中、改正前の欄の改正部分を、改正後の欄の改正部

分に改める。 

⑵  次の表中、改正後の欄にのみ改正部分があるときは、当該

改正後の欄の改正部分を加える。 

⑶  次の表中、改正前の欄にのみ改正部分があるときは、当該

改正前の欄の改正部分を削る。 

 

改正後 改正前 

( 指定管理者の指定の手続 )  ( 指定管理者の指定の手続 )  

第６条  【略】 第６条  【略】 

２  市長は、前項の申請書を受

理したときは、南相馬市指定

管理者選定審査委員会におい

て、次に掲げる基準を総合的

に審査し、最も適切な管理を

行うことができると認める団

体を指定管理者の候補者とし

て選定し、議会の議決を経て

指定管理者に指定するものと

する。 

２  市長は、前項の申請書を受

理したときは、南相馬市指定

管理者選定審査委員会におい

て、次に掲げる基準を総合的

に審査し、最も適切な管理を

行うことができると認める団

体を指定管理者の候補者とし

て選定し、議会の議決を経て

指定管理者に指定するものと

する。 

⑴～⑸  【略】 ⑴～⑸  【略】 

⑹  業務上知り得た個人情報

( 個人情報の保護に関する

法律 ( 平成１５年法律第５

７号 ) 第２条第１項に規定

する個人情報をいう。第８

条及び第２７条において同

じ。 ) を漏らし、又は不当

な目的に使用しない体制が

整備されているものである

こと。 

⑹  業務上知り得た個人情報

( 南相馬市個人情報保護条

例 ( 平成１８年南相馬市条

例第２３号 ) 第２条第１号

で規定する個人情報。以下

同じ。 ) を漏らし、又は不

当な目的に使用しない体制

が整備されているものであ

ること。 

⑺  【略】 ⑺  【略】 



 

  

( 個人情報の安全管理及び秘

密保持義務 )  

( 指定管理者が行う個人情報

の取扱い等 )  

第２７条  指定管理者及び施設

の管理に従事している者 ( 以

下「従事者」という。 ) は、

個人情報の保護に関する法律

第６６条第２項の規定により

準用する同条第１項の規定に

より指定管理者が公の施設の

管理の業務を行う場合におけ

る個人情報の取扱いについて

講ずる安全管理措置を確実に

実施するとともに、施設の管

理に関し知り得た秘密を他に

漏らし、又は自己の利益のた

めに利用してはならない。指

定管理者の指定の期間が満了

し、若しくは指定を取り消さ

れ、又は従事者がその職を退

いた後においても、同様とす

る。 

第２７条  指定管理者及び施設

の管理に従事している者 ( 以

下「従事者」という。 ) は、

南相馬市個人情報保護条例第

１０条に規定する受託者等の

責務を遵守し、個人情報が適

切に保護されるよう配慮する

とともに、施設の管理に関し

知り得た秘密を他に漏らし、

又は自己の利益のために利用

してはならない。指定管理者

の指定の期間が満了し、若し

くは指定を取り消され、又は

従事者がその職を退いた後に

おいても、同様とする。 

  

 

（南相馬市民文化会館条例の一部改正） 

第１１条  南相馬市民文化会館条例（平成１８年南相馬市条例第２

０５号）の一部を次のように改正する。 

⑴  次の表中、改正前の欄の改正部分を、改正後の欄の改正部

分に改める。 

⑵  次の表中、改正後の欄にのみ改正部分があるときは、当該

改正後の欄の改正部分を加える。 

⑶  次の表中、改正前の欄にのみ改正部分があるときは、当該

改正前の欄の改正部分を削る。 

 

改正後 改正前 

( 個人情報の安全管理及び秘

密保持義務 )  

( 指定管理者が行う個人情報

の取扱い等 )  

第２６条  指定管理者及び会館

の管理の業務に従事している

者 ( 以下「従事者」とい

第２６条  指定管理者及び会館

の管理の業務に従事している

者 ( 以下「従事者」とい



 

う。 ) は、個人情報の保護に

関する法律 ( 平成１５年法律

第５７号 ) 第６６条第２項の

規定により準用する同条第 １

項の規定により指定管理者が

公の施設の管理の業務を行う

場合における個人情報 ( 同法

第２条第１項に規定する個人

情報をいう。 ) の取扱いにつ

いて講ずる安全管理措置を確

実に実施するとともに、会館

の管理に関し知り得た秘密を

他に漏らし、又は自己の利益

のために利用してはならな

い。指定管理者の指定の期間

が満了し、若しくは指定を取

り消され、又は従事者がその

職を退いた後においても同様

とする。 

う。 ) は、南相馬市個人情報

保護条例 ( 平成１８年南相馬

市条例第２３号 ) 第１０条に

規定する受託者等の責務を遵

守し、個人情報が適切に保護

されるよう配慮するととも

に、会館の管理に関し知り得

た秘密を他に漏らし、又は自

己の利益のために利用しては

ならない。指定管理者の指定

の期間が満了し、若しくは指

定を取り消され、又は従事者

がその職を退いた後において

も同様とする。 

  

 

（南相馬市鹿島Ｂ＆Ｇ海洋センター条例の一部改正） 

第１２条  南相馬市鹿島Ｂ＆Ｇ海洋センター条例（平成１８年南相

馬市条例第２０８号）の一部を次のように改正する。 

⑴  次の表中、改正前の欄の改正部分を、改正後の欄の改正部

分に改める。 

⑵  次の表中、改正後の欄にのみ改正部分があるときは、当該

改正後の欄の改正部分を加える。 

⑶  次の表中、改正前の欄にのみ改正部分があるときは、当該

改正前の欄の改正部分を削る。 

 

改正後 改正前 

( 指定管理者の指定の手続 )  ( 指定管理者の指定の手続 )  

第６条  ( 略 )  第６条  ( 略 )  

２  市長は、前項の申請書を受

理したときは、南相馬市指定

管理者選定審査委員会におい

て、次に掲げる基準を総合的

に審査し、最も適切な管理を

行うことができると認める団

２  市長は、前項の申請書を受

理したときは、南相馬市指定

管理者選定審査委員会におい

て、次に掲げる基準を総合的

に審査し、最も適切な管理を

行うことができると認める団



 

体を指定管理者の候補者とし

て選定し、議会の議決を経て

指定管理者に指定するものと

する。 

体を指定管理者の候補者とし

て選定し、議会の議決を経て

指定管理者に指定するものと

する。 

⑴～⑸  【略】 ⑴～⑸  【略】 

⑹  業務上知り得た個人情報

( 個人情報の保護に関する

法律 ( 平成１５年法律第５

７号 ) 第２条第１項に規定

する個人情報をいう。第８

条及び第２８条において同

じ。 ) を漏らし、又は不当

な目的に使用しない体制が

整備されているものである

こと。 

⑹  業務上知り得た個人情報

( 南相馬市個人情報保護条

例 ( 平成１８年南相馬市条

例第２３号 ) 第２条第１号

で規定する個人情報。以下

同じ。 ) を漏らし、又は不

当な目的に使用しない体制

が整備されているものであ

ること。 

⑺  【略】 ⑺  【略】 

  

( 個人情報の安全管理及び秘

密保持義務 )  

( 指定管理者が行う個人情報

の取扱い等 )  

第２８条  指定管理者及び海洋

センターの管理に従事してい

る者 ( 以下「従事者」とい

う。 ) は、個人情報の保護に

関する法律第６６条第２項の

規定により準用する同条第 １

項の規定により指定管理者が

公の施設の管理の業務を行う

場合における個人情報の取扱

いについて講ずる安全管理措

置を確実に実施するととも

に、海洋センターの管理に関

し知り得た秘密を他に漏ら

し、又は自己の利益のために

利用してはならない。指定管

理者の指定の期間が満了し、

若しくは指定を取り消され、

又は従事者がその職を退いた

後においても、同様とする。 

第２８条  指定管理者及び海洋

センターの管理に従事してい

る者 ( 以下「従事者」とい

う。 ) は、南相馬市個人情報

保護条例第１０条に規定する

受託者等の責務を遵守し、個

人情報が適切に保護さ れるよ

う配慮するとともに、海洋セ

ンターの管理に関し知り得た

秘密を他に漏らし、又は自己

の利益のために利用してはな

らない。指定管理者の指定の

期間が満了し、若しくは指定

を取り消され、又は従事者が

その職を退いた後において

も、同様とする。 

  

 



 

（南相馬市野馬追通り銘醸館条例の一部改正） 

第１３条  南相馬市野馬追通り銘醸館条例（平成１８年南相馬市条

例第２３７号）の一部を次のように改正する。 

⑴  次の表中、改正前の欄の改正部分を、改正後の欄の改正部

分に改める。 

⑵  次の表中、改正後の欄にのみ改正部分があるときは、当該

改正後の欄の改正部分を加える。 

⑶  次の表中、改正前の欄にのみ改正部分があるときは、当該

改正前の欄の改正部分を削る。 

 

改正後 改正前 

( 個人情報の安全管理及び秘

密保持義務 )  

( 指定管理者が行う個人情報

の取扱い等 )  

第２７条  指定管理者及び銘醸

館の管理の業務に従事してい

る者 ( 以下「従事者」とい

う。 ) は、個人情報の保護に

関する法律 ( 平成１５年法律

第５７号 ) 第６６条第２項の

規定により準用する同条第 １

項の規定により指定管理者が

公の施設の管理の業務を行う

場合における個人情報 ( 同法

第２条第１項に規定する個人

情報をいう。 ) の取扱いにつ

いて講ずる安全管理措置を確

実に実施するとともに、銘醸

館の管理に関し知り得た秘密

を他に漏らし、又は自己の利

益のために利用してはならな

い。指定管理者の指定の期間

が満了し、若しくは指定を取

り消され、又は従事者がその

職を退いた後においても同様

とする。 

第２７条  指定管理者及び銘醸

館の管理の業務に従事してい

る者 ( 以下「従事者」とい

う。 ) は、南相馬市個人情報

保護条例 ( 平成１８年南相馬

市条例第２３号 ) 第１０条に

規定する受託者等の責務を遵

守し、個人情報が適切に保護

されるよう配慮するととも

に、銘醸館の管理に関し知り

得た秘密を他に漏らし、又は

自己の利益のために利用して

はならない。指定管理者の指

定の期間が満了し、若しくは

指定を取り消され、又は従事

者がその職を退いた後におい

ても同様とする。 

  

 

（南相馬市斎場条例の一部改正） 

第１４条  南相馬市斎場条例（平成１８年南相馬市条例第２３９号）

の一部を次のように改正する。 



 

⑴  次の表中、改正前の欄の改正部分を、改正後の欄の改正部

分に改める。 

⑵  次の表中、改正後の欄にのみ改正部分があるときは、当該

改正後の欄の改正部分を加える。 

⑶  次の表中、改正前の欄にのみ改正部分があるときは、当該

改正前の欄の改正部分を削る。 

 

改正後 改正前 

( 指定管理者の指定の手続 )  ( 指定管理者の指定の手続 )  

第１６条  【略】 第 16 条  【略】 

２  市長は、前項の申請書を受

理したときは、南相馬市指定

管理者選定審査委員会におい

て、次に掲げる基準を総合的

に審査し、最も適切な管理を

行うことができると認める団

体を指定管理者の候補者とし

て選定し、議会の議決を経て

指定管理者に指定するものと

する。 

２  市長は、前項の申請書を受

理したときは、南相馬市指定

管理者選定審査委員会におい

て、次に掲げる基準を総合的

に審査し、最も適切な管理を

行うことができると認める団

体を指定管理者の候補者とし

て選定し、議会の議決を経て

指定管理者に指定するものと

する。 

⑴～⑸  【略】 ⑴～⑸  【略】 

⑹  業務上知り得た個人情報

( 個人情報の保護に関する

法律 ( 平成１５年法律第５

７号 ) 第２条第１項に規定

する個人情報をいう。第１

８条及び第２３条において

同じ。 ) を漏らし、又は不

当な目的に使用しない体制

が整備されているものであ

ること。 

⑹  業務上知り得た個人情報

( 南相馬市個人情報保護条

例 ( 平成１８年南相馬市条

例第２３号 ) 第２条第１号

で規定する個人情報をい

う。以下同じ。 ) を漏ら

し、又は不当な目的に使用

しない体制が整備されてい

るものであること。 

⑺  【略】 ⑺  【略】 

  

( 個人情報の安全管理及び秘

密保持義務 )  

( 指定管理者が行う個人情報

の取扱い等 )  

第２３条  指定管理者及び斎場

の管理の業務に従事している

者 ( 以下「従事者」とい

う。 ) は、個人情報の保護に

関する法律第６６条第２項の

第２３条  指定管理者及び斎場

の管理の業務に従事している

者 ( 以下「従事者」とい

う。 ) は、南相馬市個人情報

保護条例第１０条に規定する



 

規定により準用する同条第 １

項の規定により指定管理者が

公の施設の管理の業務を行う

場合における個人情報の取扱

いについて講ずる安全管理措

置を確実に実施するとともに

斎場の管理に関し知り得た秘

密を他に漏らし、又は自己の

利益のために利用してはなら

ない。指定管理者の指定の期

間が満了し、若しくは指定を

取り消され、又は従事者の職

務を退いた後においても同様

とする。 

受託者等の責務を遵守し、個

人情報が適切に保護されるよ

う配慮するとともに斎場の管

理に関し知り得た秘密を他に

漏らし、又は自己の利益のた

めに利用してはならない。指

定管理者の指定の期間が満 了

し、若しくは指定を取り消さ

れ、又は従事者の職務を退い

た後においても同様とする。 

  

 

（南相馬市道の駅条例の一部改正） 

第１５条  南相馬市道の駅条例（平成１９年南相馬市条例第２号）

の一部を次のように改正する。 

⑴  次の表中、改正前の欄の改正部分を、改正後の欄の改正部

分に改める。 

⑵  次の表中、改正後の欄にのみ改正部分があるときは、当該

改正後の欄の改正部分を加える。 

⑶  次の表中、改正前の欄にのみ改正部分があるときは、当該

改正前の欄の改正部分を削る。 

 

改正後 改正前 

( 個人情報の安全管理及び秘

密保持義務 )  

( 指定管理者が行う個人情報

の取扱い等 )  

第２７条  指定管理者及び道の

駅の管理の業務に従事してい

る者 ( 以下「従事者」とい

う。 ) は、個人情報の保護に

関する法律 ( 平成１５年法律

第５７号 ) 第６６条第２項の

規定により準用する同条第 １

項の規定により指定管理者が

公の施設の管理の業務を行う

場合における個人情報 ( 同法

第２条第１項に規定する個人

第２７条  指定管理者及び道の

駅の管理の業務に従事してい

る者 ( 以下「従事者」とい

う。 ) は、南相馬市個人情報

保護条例 ( 平成１８年南相馬

市条例第２３号 ) 第１０条に

規定する受託者等の責務を遵

守し、個人情報が適切に保護

されるよう配慮するととも

に、道の駅の管理に関し知り

得た秘密を他に漏らし、又は



 

情報をいう。 ) の取扱いにつ

いて講ずる安全管理措置を確

実に実施するとともに、道の

駅の管理に関し知り得た秘密

を他に漏らし、又は自己の利

益のために利用してはならな

い。指定管理者の指定の期間

が満了し、若しくは指定を取

り消され、又は従事者がその

職を退いた後においても同様

とする。 

自己の利益のために利用して

はならない。指定管理者の指

定の期間が満了し、若しくは

指定を取り消され、又は従事

者がその職を退いた後におい

ても同様とする。 

  

 

（南相馬市自治基本条例の一部改正） 

第１６条  南相馬市自治基本条例（平成１９年南相馬市条例第３３

号）の一部を次のように改正する。 

⑴  次の表中、改正前の欄の改正部分を、改正後の欄の改正部

分に改める。 

⑵  次の表中、改正後の欄にのみ改正部分があるときは、当該

改正後の欄の改正部分を加える。 

⑶  次の表中、改正前の欄にのみ改正部分があるときは、当該

改正前の欄の改正部分を削る。 

 

改正後 改正前 

( 個人情報の保護 )  ( 個人情報の保護 )  

第２２条  【略】 第２２条  【略】 

 ２  個人情報の保護に関して必

要な事項は、別に条例で定め

ます。 

  

 

（南相馬市かしま交流センター条例の一部改正） 

第１７条  南相馬市かしま交流センター条例（平成２６年南相馬市

条例第１８号）の一部を次のように改正する。 

⑴  次の表中、改正前の欄の改正部分を、改正後の欄の改正部

分に改める。 

⑵  次の表中、改正後の欄にのみ改正部分があるときは、当該

改正後の欄の改正部分を加える。 

⑶  次の表中、改正前の欄にのみ改正部分があるときは、当該

改正前の欄の改正部分を削る。 



 

 

改正後 改正前 

( 指定管理者の指定の手続 )  ( 指定管理者の指定の手続 )  

第１６条  【略】 第１６条  【略】 

２  市長は、前項の申請書を受

理したときは、南相馬市指定

管理者選定審査委員会におい

て、次に掲げる基準を総合的

に審査し、最も適切な管理を

行うことができると認める団

体を指定管理者の候補者とし

て選定し、議会の議決を経て

指定管理者に指定するものと

する。 

２  市長は、前項の申請書を受

理したときは、南相馬市指定

管理者選定審査委員会におい

て、次に掲げる基準を総合的

に審査し、最も適切な管理を

行うことができると認める団

体を指定管理者の候補者とし

て選定し、議会の議決を経て

指定管理者に指定するものと

する。 

⑴～⑸  【略】 ⑴～⑸  【略】 

⑹  業務上知り得た個人情報

( 個人情報の保護に関する

法律 ( 平成１５年法律第５

７号 ) 第２条第１項に規定

する個人情報をいう。第１

８条及び第２７条において

同じ。 ) を漏らし、又は不

当な目的に使用しない体制

が整備されているものであ

ること。 

⑹  業務上知り得た個人情報

( 南相馬市個人情報保護条

例 ( 平成１８年南相馬市条

例第２３号 ) 第２条第１号

で規定する個人情報。以下

同じ。 ) を漏らし、又は不

当な目的に使用しない体制

が整備されているものであ

ること。 

⑺  【略】 ⑺  【略】 

  

( 個人情報の安全管理及び秘

密保持義務 )  

( 指定管理者が行う個人情報

の取扱い等 )  

第２７条  指定管理者及びセン

ターの管理の業務に従事して

いる者 ( 以下「従事者」とい

う。 ) は、個人情報の保護に

関する法律第６６条第２項の

規定により準用する同条第 １

項の規定により指定管理者が

公の施設の管理の業務を行う

場合における個人情報の取扱

いについて講ずる安全管理措

置を確実に実施するととも

第２７条  指定管理者及びセン

ターの管理の業務に従事して

いる者 ( 以下「従事者」とい

う。 ) は、南相馬市個人情報

保護条例第１０条に規定する

受託者等の責務を遵守し、個

人情報が適切に保護されるよ

う配慮するとともに、センタ

ーの管理に関し知り得た秘密

を他に漏らし、又は自己の利

益のために利用してはならな



 

に、センターの管理に関し知

り得た秘密を他に漏らし、又

は自己の利益のために利用し

てはならない。指定管理者の

指定の期間が満了し、若しく

は指定を取り消され、又は従

事者の職務を退いた後におい

ても同様とする。 

い。指定管理者の指定の期間

が満了し、若しくは指定を取

り消され、又は従事者の職務

を退いた後においても同様と

する。 

  

 

（南相馬市水産業共同利用施設設置条例の一部改正） 

第１８条  南相馬市水産業共同利用施設設置条例（平成２６年南相

馬市条例第２３号）の一部を次のように改正する。 

⑴  次の表中、改正前の欄の改正部分を、改正後の欄の改正部

分に改める。 

⑵  次の表中、改正後の欄にのみ改正部分があるときは、当該

改正後の欄の改正部分を加える。 

⑶  次の表中、改正前の欄にのみ改正部分があるときは、当該

改正前の欄の改正部分を削る。 

 

改正後 改正前 

( 指定管理者の指定の手続 )  ( 指定管理者の指定の手続 )  

第１６条  【略】 第１６条  【略】 

２  市長は、前項の申請書を受

理したときは、南相馬市指定

管理者選定審査委員会におい

て、次に掲げる基準を総合的

に審査し、最も適切な管理を

行うことができると認める団

体を指定管理者の候補者とし

て選定し、議会の議決を経て

指定管理者に指定するものと

する。 

２  市長は、前項の申請書を受

理したときは、南相馬市指定

管理者選定審査委員会におい

て、次に掲げる基準を総合的

に審査し、最も適切な管理を

行うことができると認める団

体を指定管理者の候補者とし

て選定し、議会の議決を経て

指定管理者に指定するものと

する。 

⑴～⑷  【略】 ⑴～⑷  【略】 

⑸  業務上知り得た個人情報

( 個人情報の保護に関する

法律 ( 平成１５年法律第５

７号 ) 第２条第１項に規定

する個人情報をいう。第１

８条及び第２６条において

⑸  業務上知り得た個人情報

( 南相馬市個人情報保護条

例 ( 平成１８年南相馬市条

例第２３号 ) 第２条第１号

で規定する個人情報。以下

同じ。 ) を漏らし、又は不



 

同じ。 ) を漏らし、又は不

当な目的に使用しない体制

が整備されているものであ

ること。 

当な目的に使用しない体制

が整備されているものであ

ること。 

⑹  【略】 ⑹  【略】 

  

( 個人情報の安全管理及び秘

密保持義務 )  

( 指定管理者が行う個人情報

の取扱い等 )  

第２６条  指定管理者及び施設

の管理の業務に従事している

者 ( 以下「従事者」とい

う。 ) は、個人情報の保護に

関する法律第６６条第２項の

規定により準用する同条第 １

項の規定により指定管理者が

公の施設の管理の業務を行う

場合における個人情報の取扱

いについて講ずる安全管理措

置を確実に実施するととも

に、施設の管理に関し知り得

た秘密を他に漏らし、又は自

己の利益のために利用しては

ならない。指定管理者の指定

の期間が満了し、若しくは指

定を取り消され、又は従事者

の職務を退いた後においても

同様とする。 

第２６条  指定管理者及び施設

の管理の業務に従事している

者 ( 以下「従事者」とい

う。 ) は、南相馬市個人情報

保護条例第１０条に規定する

受託者等の責務を遵守し、個

人情報が適切に保護されるよ

う配慮するとともに、施設の

管理に関し知り得た秘密を他

に漏らし、又は自己の利益の

ために利用してはならない。

指定管理者の指定の期間が満

了し、若しくは指定を取り消

され、又は従事者の職務を退

いた後においても同様とす

る。 

  

 

（南相馬市サービスエリア利活用拠点施設条例の一部改正）  

第１９条  南相馬市サービスエリア利活用拠点施設条例（平成２６

年南相馬市条例第２８号）の一部を次のように改正する。 

⑴  次の表中、改正前の欄の改正部分を、改正後の欄の改正部

分に改める。 

⑵  次の表中、改正後の欄にのみ改正部分があるときは、当該

改正後の欄の改正部分を加える。 

⑶  次の表中、改正前の欄にのみ改正部分があるときは、当該

改正前の欄の改正部分を削る。 

 

改正後 改正前 



 

( 指定管理者の指定の手続 )  ( 指定管理者の指定の手続 )  

第１７条  【略】 第１７条  【略】 

２  市長は、前項の申請書を受

理したときは、南相馬市指定

管理者選定審査委員会におい

て、次に掲げる基準を総合的

に審査し、最も適切な管理を

行うことができると認める団

体を指定管理者の候補者とし

て選定し、議会の議決を経て

指定管理者に指定するものと

する。 

２  市長は、前項の申請書を受

理したときは、南相馬市指定

管理者選定審査委員会におい

て、次に掲げる基準を総合的

に審査し、最も適切な管理を

行うことができると認める団

体を指定管理者の候補者とし

て選定し、議会の議決を経て

指定管理者に指定するものと

する。 

⑴～⑸  【略】 ⑴～⑸  【略】 

⑹  業務上知り得た個人情報

( 個人情報の保護に関する

法律 ( 平成１５年法律第５

７号 ) 第２条第１項に規定

する個人情報をいう。第１

９条及び第２９条において

同じ。 ) を漏らし、又は不

当な目的に使用しない体制

が整備されているものであ

ること。 

⑹  業務上知り得た個人情報

( 南相馬市個人情報保護条

例 ( 平成１８年南相馬市条

例第２３号 ) 第２条第１号

で規定する個人情報。以下

同じ。 ) を漏らし、又は不

当な目的に使用しない体制

が整備されているものであ

ること。 

⑺  【略】 ⑺  【略】 

  

( 個人情報の安全管理及び秘

密保持義務 )  

( 指定管理者が行う個人情報

の取扱い等 )  

第２９条  指定管理者及び拠点

施設の管理の業務に従事して

いる者 ( 以下「従事者」とい

う。 ) は、個人情報の保護に

関する法律第６６条第２項の

規定により準用する同条第 １

項の規定により指定管理者が

公の施設の管理の業務を行う

場合における個人情報の取扱

いについて講ずる安全管理措

置を確実に実施するととも

に、拠点施設の管理に関し知

り得た秘密を他に漏らし、又

は自己の利益のために利用し

第２９条  指定管理者及び拠点

施設の管理の業務に従事して

いる者 ( 以下「従事者」とい

う。 ) は、南相馬市個人情報

保護条例第１０条に規定する

受託者等の責務を遵守し、個

人情報が適切に保護されるよ

う配慮するとともに、拠点施

設の管理に関し知り得た秘密

を他に漏らし、又は自己の利

益のために利用してはならな

い。指定管理者の指定の期間

が満了し、若しくは指定を取

り消され、又は従事者の職務



 

てはならない。指定管理者の

指定の期間が満了し、若しく

は指定を取り消され、又は従

事者の職務を退いた後におい

ても同様とする。 

を退いた後においても同様と

する。 

  

 

（南相馬市防犯カメラ設置条例の一部改正） 

第２０条  南相馬市防犯カメラ設置条例（平成２７年南相馬市条例

第３７号）の一部を次のように改正する。 

⑴  次の表中、改正前の欄の改正部分を、改正後の欄の改正部

分に改める。 

⑵  次の表中、改正後の欄にのみ改正部分があるときは、当該

改正後の欄の改正部分を加える。 

⑶  次の表中、改正前の欄にのみ改正部分があるときは、当該

改正前の欄の改正部分を削る。 

 

改 正 後  改 正 前  

( 画 像 の 取 扱 い )  ( 画 像 の 取 扱 い )  

第 ８ 条  画 像 の 取 扱 い に つ い

て は 、 こ の 条 例 に 定 め る も

の の ほ か 、 個 人 情 報 の 保 護

に 関 す る 法 律 ( 平 成 １ ５ 年

法 律 第 ５ ７ 号 ) に 定 め る と

こ ろ に よ る 。  

第 ８ 条  画 像 の 取 扱 い に つ い て

は 、 こ の 条 例 に 定 め る も の の

ほ か 、 南 相 馬 市 個 人 情 報 保 護

条 例 ( 平 成 １ ８ 年 南 相 馬 市 条

例 第 ２ ３ 号 ) に 定 め る と こ ろ

に よ る 。  

  

 

（南相馬市大町地域商業施設条例の一部改正） 

第２１条  南相馬市大町地域商業施設条例（平成２７年南相馬市条

例第３９号）の一部を次のように改正する。 

⑴  次の表中、改正前の欄の改正部分を、改正後の欄の改正部

分に改める。 

⑵  次の表中、改正後の欄にのみ改正部分があるときは、当該

改正後の欄の改正部分を加える。 

⑶  次の表中、改正前の欄にのみ改正部分があるときは、当該

改正前の欄の改正部分を削る。 

 

改正後 改正前 

( 指定管理者の指定の手続 )  ( 指定管理者の指定の手続 )  

第１０条  【略】 第１０条  【略】 



 

２  市長は、前項の申請書を受

理したときは、南相馬市指定

管理者選定審査委員会におい

て、次に掲げる基準を総合的

に審査し、最も適切な管理を

行うことができると認める団

体を指定管理者の候補者とし

て選定し、議会の議決を経て

指定管理者に指定するものと

する。 

２  市長は、前項の申請書を受

理したときは、南相馬市指定

管理者選定審査委員会におい

て、次に掲げる基準を総合的

に審査し、最も適切な管理を

行うことができると認める団

体を指定管理者の候補者とし

て選定し、議会の議決を経て

指定管理者に指定するものと

する。 

⑴～⑸  【略】 ⑴～⑸  【略】 

⑹  業務上知り得た個人情報

( 個人情報の保護に関する

法律 ( 平成１５年法律第５

７号 ) 第２条第１項に規定

する個人情報をいう。第１

２条及び第１８条において

同じ。 ) を漏らし、又は不

当な目的に使用しない体制

が整備されているものであ

ること。 

⑹  業務上知り得た個人情報

( 南相馬市個人情報保護条

例 ( 平成１８年南相馬市条

例第２３号 ) 第２条第１号

で規定する個人情報。以下

同じ。 ) を漏らし、又は不

当な目的に使用しない体制

が整備されているものであ

ること。 

⑺  【略】 ⑺  【略】 

  

( 個人情報の安全管理及び秘

密保持義務 )  

( 指定管理者が行う個人情報

の取扱い等 )  

第１８条  指定管理者及び商業

施設の管理の業務に従事して

いる者 ( 以下「従事者」とい

う。 ) は、個人情報の保護に

関する法律第６６条第２項の

規定により準用する同条第 １

項の規定により指定管理者が

公の施設の管理の業務を行う

場合における個人情報の取扱

いについて講ずる安全管理措

置を確実に実施するととも

に、商業施設の管理に関し知

り得た秘密を他に漏らし、又

は自己の利益のために利用し

てはならない。指定管理者の

指定の期間が満了し、若しく

第１８条  指定管理者及び商業

施設の管理の業務に従事して

いる者 ( 以下「従事者」とい

う。 ) は、南相馬市個人情報

保護条例第１０条に規定する

受託者等の責務を遵守し、個

人情報が適切に保護されるよ

う配慮するとともに、商業施

設の管理に関し知り得た秘密

を他に漏らし、又は自己の利

益のために利用してはならな

い。指定管理者の指定の期間

が満了し、若しくは指定を取

り消され、又は従事者の職務

を退いた後においても同様と

する。 



 

は指定を取り消され、又は従

事者の職務を退いた後におい

ても同様とする。 

  

 

（南相馬市真野交流センター条例の一部改正） 

第２２条  南相馬市真野交流センター条例（平成２７年南相馬市条

例第４３号）の一部を次のように改正する。 

⑴  次の表中、改正前の欄の改正部分を、改正後の欄の改正部

分に改める。 

⑵  次の表中、改正後の欄にのみ改正部分があるときは、当該

改正後の欄の改正部分を加える。 

⑶  次の表中、改正前の欄にのみ改正部分があるときは、当該

改正前の欄の改正部分を削る。 

 

改正後 改正前 

( 指定管理者の指定の手続 )  ( 指定管理者の指定の手続 )  

第１６条  【略】 第１６条  【略】 

２  市長は、前項の申請書を受

理したときは、南相馬市指定

管理者選定審査委員会におい

て、次に掲げる基準を総合的

に審査し、最も適切な管理を

行うことができると認める団

体を指定管理者の候補者とし

て選定し、議会の議決を経て

指定管理者に指定するものと

する。 

２  市長は、前項の申請書を受

理したときは、南相馬市指定

管理者選定審査委員会におい

て、次に掲げる基準を総合的

に審査し、最も適切な管理を

行うことができると認める団

体を指定管理者の候補者とし

て選定し、議会の議決を経て

指定管理者に指定するものと

する。 

⑴～⑸  【略】 ⑴～⑸  【略】 

⑹  業務上知り得た個人情報

( 個人情報の保護に関する

法律 ( 平成１５年法律第５

７号 ) 第２条第１項に規定

する個人情報をいう。第１

８条及び第２７条において

同じ。 ) を漏らし、又は不

当な目的に使用しない体制

が整備されているものであ

ること。 

⑹  業務上知り得た個人情報

( 南相馬市個人情報保護条

例 ( 平成１８年南相馬市条

例第２３号 ) 第２条第 1 号

で規定する個人情報。以下

同じ。 ) を漏らし、又は不

当な目的に使用しない体制

が整備されているものであ

ること。 

⑺  【略】 ⑺  【略】 



 

  

( 個人情報の安全管理及び秘

密保持義務 )  

( 指定管理者が行う個人情報

の取扱い等 )  

第２７条  指定管理者及びセン

ターの管理の業務に従事して

いる者 ( 以下「従事者」とい

う。 ) は、個人情報の保護に

関する法律第６６条第２項の

規定により準用する同条第 １

項の規定により指定管理者が

公の施設の管理の業務を行う

場合における個人情報の取扱

いについて講ずる安全管理措

置を確実に実施するととも

に、センターの管理に関し知

り得た秘密を他に漏らし、又

は自己の利益のために利用し

てはならない。指定管理者の

指定の期間が満了し、若しく

は指定を取り消され、又は従

事者の職務を退いた後におい

ても同様とする。 

第２７条  指定管理者及びセン

ターの管理の業務に従事して

いる者 ( 以下「従事者」とい

う。 ) は、南相馬市個人情報

保護条例第１０条に規定する

受託者等の責務を遵守し、個

人情報が適切に保護されるよ

う配慮するとともに、センタ

ーの管理に関し知り得た秘密

を他に漏らし、又は自己の利

益のために利用してはならな

い。指定管理者の指定の期間

が満了し、若しくは指定を取

り消され、又は従事者の職務

を退いた後においても同様と

する。 

  

 

（南相馬市小高区復興拠点施設条例の一部改正） 

第２３条  南相馬市小高区復興拠点施設条例（平成３０年南相馬市

条例第３４号）の一部を次のように改正する。 

⑴  次の表中、改正前の欄の改正部分を、改正後の欄の改正部

分に改める。 

⑵  次の表中、改正後の欄にのみ改正部分があるときは、当該

改正後の欄の改正部分を加える。 

⑶  次の表中、改正前の欄にのみ改正部分があるときは、当該

改正前の欄の改正部分を削る。 

 

改正後 改正前 

( 指定管理者の指定の手続 )  ( 指定管理者の指定の手続 )  

第１８条  【略】 第１８条  【略】 

２  市長は、前項の申請書を受

理したときは、南相馬市指定

管理者選定審査委員会におい

２  市長は、前項の申請書を受

理したときは、南相馬市指定

管理者選定審査委員会におい



 

て、次に掲げる基準を総合的

に審査し、最も適切な管理を

行うことができると認める団

体を指定管理者の候補者とし

て選定し、議会の議決を経て

指定管理者に指定するものと

する。 

て、次に掲げる基準を総合的

に審査し、最も適切な管理を

行うことができると認める団

体を指定管理者の候補者とし

て選定し、議会の議決を経て

指定管理者に指定するものと

する。 

⑴～⑸  【略】 ⑴～⑸  【略】 

⑹  業務上知り得た個人情報

( 個人情報の保護に関する

法律 ( 平成１５年法律第５

７号 ) 第２条第１項に規定

する個人情報をいう。第２

０条及び第３０条において

同じ。 ) を漏らし、又は不

当な目的に利用しない体制

が整備されている者である

こと。 

⑹  業務上知り得た個人情報

( 南相馬市個人情報保護条

例 ( 平成１８年南相馬市条

例第２３号 ) 第２条第１号

で規定する個人情報。以下

同じ。 ) を漏らし、又は不

当な目的に利用しない体制

が整備されている者である

こと。 

⑺  【略】 ⑺  【略】 

  

( 個人情報の安全管理及び秘

密保持義務 )  

( 指定管理者が行う個人情報

の取扱い等 )  

第３０条  指定管理者及び復興

拠点施設の管理の業務に従事

している者 ( 以下「従事者」

という。 ) は、個人情報の保

護に関する法律第６６条第２

項の規定により準用する同条

第１項の規定により指定管理

者が公の施設の管理の業務を

行う場合における個人情報の

取扱いについて講ずる安全管

理措置を確実に実施するとと

もに、復興拠点施設の管理に

関し知り得た秘密を他に漏ら

し、又は自己の利益のために

利用してはならない。指定管

理者の指定の期間が満了し、

若しくは指定を取り消され、

又は従事者の職務を退いた後

においても同様とする。 

第３０条  指定管理者及び復興

拠点施設の管理の業務に従事

している者 ( 以下「従事者」

という。 ) は、南相馬市個人

情報保護条例第１０条に規定

する受託者等の責務を遵守

し、個人情報が適切に保護さ

れるよう配慮するとともに、

復興拠点施設の管理に関し知

り得た秘密を他に漏らし、又

は自己の利益のために利用し

てはならない。指定管 理者の

指定の期間が満了し、若しく

は指定を取り消され、又は従

事者の職務を退いた後におい

ても同様とする。 



 

  

 

（南相馬市産業創造センター条例の一部改正） 

第２４条  南相馬市産業創造センター条例（令和２年南相馬市条例

第１３号）の一部を次のように改正する。 

⑴  次の表中、改正前の欄の改正部分を、改正後の欄の改正部

分に改める。 

⑵  次の表中、改正後の欄にのみ改正部分があるときは、当該

改正後の欄の改正部分を加える。 

⑶  次の表中、改正前の欄にのみ改正部分があるときは、当該

改正前の欄の改正部分を削る。 

 

改正後 改正前 

( 指定管理者の指定の手続 )  ( 指定管理者の指定の手続 )  

第１７条  【略】 第１７条  【略】 

２  市長は、前項の申請書を受

理したときは、南相馬市指定

管理者選定審査委員会におい

て、次に掲げる基準を総合的

に審査し、最も適切な管理を

行うことができると認める団

体を指定管理者の候補者とし

て選定し、議会の議決を経て

指定管理者に指定するものと

する。 

２  市長は、前項の申請書を受

理したときは、南相馬市指定

管理者選定審査委員会におい

て、次に掲げる基準を総合的

に審査し、最も適切な管理を

行うことができると認める団

体を指定管理者の候補者とし

て選定し、議会の議決を経て

指定管理者に指定するものと

する。 

⑴～⑸  【略】 ⑴～⑸  【略】 

⑹  業務上知り得た個人情報

( 個人情報の保護に関する

法律 ( 平成１５年法律第５

７号 ) 第２条第１項に規定

する個人情報をいう。第１

９条及び第２９条において

同じ。 ) を漏らし、又は不

当な目的に利用しない体制

が整備されているものであ

ること。 

⑹  業務上知り得た個人情報

( 南相馬市個人情報保護条

例 ( 平成１８年南相馬市条

例第２３号 ) 第２条第１号

に規定する個人情報をい

う。以下同じ。 ) を漏ら

し、又は不当な目的に利用

しない体制が整備されてい

るものであること。 

⑺  【略】 ⑺  【略】 

  

( 個人情報の安全管理及び秘

密保持義務 )  

( 指定管理者が行う個人情報

の取扱い等 )  



 

第２９条  指定管理者及び産業

創造センターの管理の業務に

従事している者 ( 以下「従事

者」という。 ) は、個人情報

の保護に関する法律第６６条

第２項の規定により準用する

同条第１項の規定により指定

管理者が公の施設の管理の業

務を行う場合における個人情

報の取扱いについて講ずる安

全管理措置を確実に実施する

とともに、産業創造センター

の管理に関し知り得た秘密を

他に漏らし、又は自己の利益

のために利用してはならな

い。指定管理者の指定の期間

が満了し、若しくは指定を取

り消され、又は従事者の職務

を退いた後においても同様と

する。 

第２９条  指定管理者及び産業

創造センターの管理の業務に

従事している者 ( 以下「従事

者」という。 ) は、南相馬市

個人情報保護条例第１０条に

規定する受託者等の責務を遵

守し、個人情報が適切に保護

されるよう配慮するととも

に、産業創造センターの管理

に関し知り得た秘密を他に漏

らし、又は自己の利益のため

に利用してはならない。指定

管理者の指定の期間が満了

し、若しくは指定を取り消さ

れ、又は従事者の職務を退い

た後においても同様とする。 

  

 

（南相馬市健康づくりトレーニングセンター条例の一部改正）  

第２５条  南相馬市健康づくりトレーニングセンター条例（令和２

年南相馬市条例第２９号）の一部を次のように改正する。 

⑴  次の表中、改正前の欄の改正部分を、改正後の欄の改正部

分に改める。 

⑵  次の表中、改正後の欄にのみ改正部分があるときは、当該

改正後の欄の改正部分を加える。 

⑶  次の表中、改正前の欄にのみ改正部分があるときは、当該

改正前の欄の改正部分を削る。 

 

改正後 改正前 

( 指定管理者の指定の手続 )  ( 指定管理者の指定の手続 )  

第１６条  【略】 第１６条  【略】 

２  市長は、前項の申請書を受

理したときは、南相馬市指定

管理者選定審査委員会におい

て、次に掲げる基準を総合的

に審査し、最も適切な管理を

２  市長は、前項の申請書を受

理したときは、南相馬市指定

管理者選定審査委員会におい

て、次に掲げる基準を総合的

に審査し、最も適切な管理を



 

行うことができると認める団

体を指定管理者の候補者とし

て選定し、議会の議決を経て

指定管理者に指定するものと

する。 

行うことができると認める団

体を指定管理者の候補者とし

て選定し、議会の議決を経て

指定管理者に指定するものと

する。 

⑴～⑸  【略】 ⑴～⑸  【略】 

⑹  業務上知り得た個人情報

( 個人情報の保護に関する

法律 ( 平成１５年法律第５

７号 ) 第２条第１項に規定

する個人情報をいう。第１

８条及び第２７条において

同じ。 ) を漏らし、又は不

当な目的に使用しない体制

が整備されているものであ

ること。 

⑹  業務上知り得た個人情報

( 南相馬市個人情報保護条

例 ( 平成１８年南相馬市条

例第２３号 ) 第２条第１号

で規定する個人情報。以下

同じ。 ) を漏らし、又は不

当な目的に使用しない体制

が整備されているものであ

ること。 

⑺  【略】 ⑺  【略】 

  

( 個人情報の安全管理及び秘

密保持義務 )  

( 指定管理者が行う個人情報

の取扱い等 )  

第２７条  指定管理者及び健康

づくりトレーニングセンター

の管理の業務に従事している

者 ( 以下「従事者」とい

う。 ) は、個人情報の保護に

関する法律第６６条第２項の

規定により準用する同条第 １

項の規定により指定管理者が

公の施設の管理の業務を行う

場合における個人情報の取扱

いについて講ずる安全管理措

置を確実に実施するととも

に、健康づくりトレーニング

センターの管理に関し知り得

た秘密を他に漏らし、又は自

己の利益のために利用しては

ならない。指定管理者の指定

の期間が満了し、若しくは指

定を取り消され、又は従事者

の職務を退いた後においても

同様とする。 

第２７条  指定管理者及び健康

づくりトレーニングセンター

の管理の業務に従事している

者 ( 以下「従事者」とい

う。 ) は、南相馬市個人情報

保護条例第１０条に規定する

受託者等の責務を遵守し、個

人情報が適切に保護されるよ

う配慮するとともに、健康づ

くりトレーニングセンターの

管理に関し知り得た秘密を他

に漏らし、又は自己の利益の

ために利用してはならない。

指定管理者の指定の期間が満

了し、若しくは指定を取り消

され、又は従事者の職務を退

いた後においても同様とす

る。 



 

  

 

（南相馬市屋内遊び場条例の一部改正） 

第２６条  南相馬市屋内遊び場条例（令和２年南相馬市条例第３４

号）の一部を次のように改正する。 

⑴  次の表中、改正前の欄の改正部分を、改正後の欄の改正部

分に改める。 

⑵  次の表中、改正後の欄にのみ改正部分があるときは、当該

改正後の欄の改正部分を加える。 

⑶  次の表中、改正前の欄にのみ改正部分があるときは、当該

改正前の欄の改正部分を削る。 

 

改正後 改正前 

( 指定管理者の指定の手続 )  ( 指定管理者の指定の手続 )  

第１８条  【略】 第１８条  【略】 

２  市長は、前項の申請書を受

理したときは、南相馬市指定

管理者選定審査委員会におい

て、次に掲げる基準を総合的

に審査し、最も適切な管理を

行うことができると認める団

体を指定管理者の候補者とし

て選定し、議会の議決を経て

指定管理者に指定するものと

する。 

２  市長は、前項の申請書を受

理したときは、南相馬市指定

管理者選定審査委員会におい

て、次に掲げる基準を総合的

に審査し、最も適切な管理を

行うことができると認める団

体を指定管理者の候補者とし

て選定し、議会の議決を経て

指定管理者に指定するものと

する。 

⑴～⑸  【略】 ⑴～⑸  【略】 

⑹  業務上知り得た個人情報

( 個人情報の保護に関する

法律 ( 平成１５年法律第５

７号 ) 第２条第１項に規定

する個人情報をいう。第２

０条及び第３０条において

同じ。 ) を漏らし、又は不

当な目的に使用しない体制

が整備されているものであ

ること。 

⑹  業務上知り得た個人情報

( 南相馬市個人情報保護条

例 ( 平成１８年南相馬市条

例第２３号 ) 第２条第１号

で規定する個人情報。以下

同じ。 ) を漏らし、又は不

当な目的に使用しない体制

が整備されているものであ

ること。 

⑺  【略】 ⑺  【略】 

  

( 管理の基準 )  ( 管理の基準 )  

第２０条  指定管理者は、次に 第２０条  指定管理者は、次に



 

掲げる基準により、屋内遊び

場の管理に関する業務を行わ

なければならない。 

掲げる基準により、屋内遊び

場の管理に関する業務を行わ

なければならない。 

⑴・⑵  【略】 ⑴・⑵  【略】 

⑶  個人情報の漏えいの防

止、その他の個人情報の適

切な管理のために必要な措

置を講ずること。 

⑶  個人に関する情報 ( 以下

「個人情報」という。 ) の

漏えいの防止、その他の個

人情報の適切な管理のため

に必要な措置を講ずるこ

と。 

⑷  【略】 ⑷  【略】 

  

( 個人情報の安全管理及び秘

密保持義務 )  

( 指定管理者が行う個人情報

の取扱い等 )  

第３０条  指定管理者及び屋内

遊び場の管理の業務に従事し

ている者 ( 以下「従事者」と

いう。 ) は、個人情報の保護

に関する法律第６６条第２項

の規定により準用する同条第

１項の規定により指定管理者

が公の施設の管理の業務を行

う場合における個人情報の取

扱いについて講ずる安全管理

措置を確実に実施するととも

に、屋内遊び場の管理に関し

知り得た秘密を他に漏らし、

又は自己の利益のために利用

してはならない。指定管理者

の指定の期間が満了し、若し

くは指定を取り消され、又は

従事者の職務を退いた後にお

いても同様とする。 

第３０条  指定管理者及び屋内

遊び場の管理の業務に従事し

ている者 ( 以下「従事者」と

いう。 ) は、南相馬市個人情

報保護条例第１０条に規定す

る受託者等の責務を遵守し、

個人情報が適切に保護され る

よう配慮するとともに、屋内

遊び場の管理に関し知り得た

秘密を他に漏らし、又は自己

の利益のために利用してはな

らない。指定管理者の指定の

期間が満了し、若しくは指定

を取り消され、又は従事者の

職務を退いた後においても同

様とする。 

  

 

 


